
平成22年度内閣府食品安全委員会事務局委託業務

「ヒトの発達障害と農薬に関する情報収集調査」

2011年5月13日
株式会社 三菱化学テクノリサーチ

・調査目的
・調査の流れと調査内容
・検討会について
・調査結果（疫学研究、動物実験系、海外のリスク管理措置・リスク評価）
・本調査における成果のまとめ

資料１０



神経系に作用することが知られている有機リン系、カーバメート系、ネオニコチノイド系、
ピレスロイド系の4系統の農薬を調査対象とし、以下3項目の情報の収集、整理。

＜Ⅰ＞ これら農薬と注意欠陥・多動性障害（ADHD）を含めた発達障害との関連につ
いての疫学研究の情報。

＜Ⅱ＞ これら農薬への低用量長期暴露による神経系への影響（ADHD等の発達障害
との関連が推測される影響）に関する動物実験系の情報。

＜Ⅲ＞ これら農薬の海外（米国、欧州）におけるリスク評価及びリスク管理のあり方に
ついての情報。

＜ 調査目的 ＞

☆ 2000年以降に限定して調査。
☆ ＜Ⅰ＞、＜Ⅱ＞については有識者からなる検討会にて審議。
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＜ 調査の流れと調査内容 ① ＞

DBとしてPubMedを使用。

検索用語として、農薬[疫] ・ [動] 、
ADHD等[疫] ・ [動] 、疫学[疫]、慢性
暴露[動] 、動物種[動] に係る用語
群などを使用。

疫学研究については、神経行
動発達試験手法に関する用語を
用いた検索や最新の疫学研究の
検索、引用文献からの収集など
を追加で実施。

※ [疫]は疫学研究、[動]は動物実験系
の文献を指す。

【 疫学研究、動物実験系に関する調査 】

和文抄録（以下、「抄録」）の作成
◆共通記載事項
・書誌情報（題名、著者名等）
・農薬名及び農薬系統
・研究の背景・目的
・試験結果と考察

◆疫学研究の抄録における記載事項
・暴露状況（暴露指標、暴露濃度、測定方法等）
・疫学研究手法（疫学研究デザイン、調査対象者の人数
や特徴、交絡因子の調整、研究の限界等）

◆動物実験系の抄録における記載事項
・試験方法（供試動物種や匹数、投与期間や用量等）
・観察手法や期間
・統計解析等
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※情報収集・整理の方法については、有識者から構成される検討会で検討。

情報収集 情報整理



＜ 検討会について ＞

■公衆衛生学、精神神経科学、児童精神医学、小児科学、薬理学、農薬学
の専門家7名から成る検討会を設置。各回において以下の事項を検討。

・第1回検討会（2010年10月）：
調査の方針、文献収集及び整理の方法

・第2回検討会（2010年12月）：

疫学研究および動物実験系の文献調査結果の報告、疫学研究および動物
実験系の抄録案の検討

・第3回検討会（2011年2月）：

疫学研究および動物実験系の抄録案の検討、疫学研究文献の特徴、動物
実験系サマリーシート、まとめ

※検討会は、キーワード検索によりヒットした文献について作成した抄録の記載の誤り（誤訳等）、記載した情
報の過不足等の内容確認を行ったものであり、各文献がADHD等の発達障害と神経系への影響が疑われる

農薬との因果関係を調べる上で有益かどうかの評価や、各文献の内容（調査・実験のデザイン、結果の解釈
等）の妥当性の検証を行ったものではない。
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＜疫学研究文献の抄録例＞

文献に記載されている
“limitation of study”

暴露状況

疫学研究デザイン、
具体的な研究内容

研究目的、結果・考察
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＜疫学研究文献の特徴（抜粋）＞

評価された影響の種類

暴露評価の特徴

対象農薬

他文献との
関連等

書誌情報

疫学研究デザイン
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＜動物実験系文献の抄録例＞

供試動物

投与手法

観察手法

観察された影響

著者らによる考察
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＜ 動物実験系文献のサマリーシート例 ＞

書誌事項、試験対象物質

供試動物

投与手法

観察手法

観察された影響
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＜ 調査の流れと調査内容 ② ＞

食品安全総合情報システム（食品安
全委員会）において、米国EPA、EU
で使用禁止、使用制限された農薬
（2005年度以降）を選択

【 海外のリスク管理措置、リスク評価 】

米国、EUのリスク管理措置、リスク評価の
抄録作成。
◆リスク管理措置抄録の記載事項；
・書誌情報（文書名、発行機関等）
・農薬名及び農薬系統
・経緯、管理措置の概要や根拠等

◆リスク評価抄録の記載事項；
・書誌情報（文書名、発行機関等）
・農薬名及び農薬系統
・背景
・健康有害性（急性毒性等）
・リスク評価のエンドポイントと評価結果
・食品安全委員会の評価の有無とADI等

米国、EUのリスク管理措置、リスク評価の
比較表作成。

8

情報収集 情報整理

当該リスク管理措置文書を米国
EPAやEUの農薬DBのHPで検索、
収集。

調査対象農薬に関する米国、EU
のリスク評価文書（リスク管理措置
実施の直近）をリスク管理措置文
書と同様に検索、収集。



＜ 海外リスク管理措置の抄録例 ＞

脚注に文書入手先等を記載

・当該抄録の区分
・関連する海外リスク管理、リスク評価の抄録番号

リスク管理措置の経緯等

リスク管理措置の概要

リスク管理措置の根拠

その他の留意点等
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・
・
・

・
・
・

・
・
・

・当該抄録の区分
・関連する海外リスク管理、リスク評価の抄録番号

リスク評価の経緯等

有害性情報

リスク評価情報 食品安全委員会の評価

＜ 海外リスク評価の抄録例 ＞

その他の留意点等

脚注に文書入手先を記載
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リスク評価 リスク管理

米国

EU

米国あるいはEUのどちらか一方のみのリスク管理措置が調査対象とされており、
比較対照のためにもう片方の機関について収集したリスク管理措置文書

＜ 海外におけるリスク管理措置、リスク評価に係る比較 ＞
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＜ 本調査における成果のまとめ ＞

本調査事業において、発達障害と4系統の農薬の関連についての
疫学研究文献33報、動物実験系文献14報の抄録を作成した。

米国、EUにおいて使用禁止・登録削除、使用制限がなされていた
23農薬に関する海外リスク管理措置49報、リスク評価38報の抄録を作
成した。

疫学研究文献の特徴に関する表、動物実験系文献のサマリーシート、
海外におけるリスク管理措置・リスク評価に関する比較表も併せて作成
した。
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